
  

令和２年度鏡が丘特別支援学校 学校評価及び各アンケート分析と考察・まとめ 

 令和 2年 11月 20日  学校評価委員会 

Ⅰ はじめに 

 学校評価の結果を分析、周知、検討、実施し学校運営改善に確実に活用するため 9月～10月に学校評価を実

施する。そのことより、今年度は結果を受けてどのような取り組みを行うべきかの提案を試みた。 

 今年度の学校評価にかかる各アンケートの分析・考察は、アンケート結果を受けて、各学部・寄宿舎、校務

文章で課題を共有し、必要な項目について説明や改善策の検討を行い、学校評価委員会でまとめたものである。 

 今後は、職員会議（各学部）での提案、学校評議員への報告、学校評議員による学校評価と助言を加え、学

校内で掲示し、保護者や関係者に提示するとともに、学校ホームページで公開する予定である。 

 

Ⅱアンケートの分析と考察 

 １ 教職員自己評価及び保護者アンケート・事務現業アンケート・児童生徒のアンケートの概要 

 昨年度と同様に教職員用と保護者用で評価項目の順序や内容に統一感を持たせ、それぞれの視点での評価を

比較検討できるようにした。今年度は新型コロナ感染症対応のため、全てのアンケートに、コロナ感染症の取

り組みに関連した評価項目を設定し感染症対応のアンケートをとった。また、学習活動の１２：「地域社会に

開かれた教育課程の実現に向け、家庭、地域との連携、協力による学習活を展開している」の項目を設定し、

学校と家庭・地域社会との連携に関連したアンケートをとった。 

  

２ 分析方法 

分析方法は、アンケート結果（パーセンテージ）より◎（よくあてはまる）において、80％以上の項目では、

「特に良い評価」とし、肯定評価として挙げる。また、◎（よくあてはまる）◯（ややてはまる）において

80％以上の項目があれば、「良い結果」の項目とする。 

   アンケート結果が 80％未満は、自己評価が低めの評価として挙げる。また、一人でも☓（全くあてはまら

ない）の評価結果であれば、その内容について考察していく。 

 

３ 対象者と回収率 

 事務現業職員、教職員 133名に無記名のアンケートを依頼し 133名から回答が得られた（回収率 100％）。

また保護者 131 名に無記名アンケートを配布する形で回答を依頼し、44 名から回答が得られた（回収率

33.6％）。また小学部から高等部までのⅠ類型・ⅡA類型の児童生徒 34 名に教師・または保護者が説明する

形でアンケートを依頼し 32名（回収率 94.1％）から回答が得られた（表１）。 

※昨年度は、教職員のアンケート回収率が低かったため、アンケートを依頼する場合の呼びかけ後、全職員

の意識も高まり、アンケートの実施期間を昨年度より長めにおくことで今年度は 100％の回収率となった。 

 
表１ 今年度対象者と回収率 【（ ）内の数値は令和元年度結果】 

 対 象 対象者（名） 回収数 回収率 

その他の教職員 教頭 小 中 高 寄宿舎 

養護教諭 実習教諭  133 133 
100％ 

(55.3％) 

保護者 全保護者 
131 

44 
小 22 中 12 高 10 

33.6％ 

（49.3％） 

事務現業 事務現業職員 
15 15 

100％ 

（75％） 

児童生徒 Ⅰ類型・ⅡA類型 

 

 

34 
32 

小 5/5  中 10/12  

高 17/17 

94.1％ 

（100％） 



結果のまとめ 

「教職員の結果」「保護者の結果」「教職員と保護者の考え方の比較」「事務現業職員の結果」 

「児童生徒の結果」を考察する。 

 

（１） 「教職員の結果（p１より）」 

  ① 自己評価が特に高い項目 

 

② ８０％未満 ・☓評価の項目について 

 

上記の自己評価結果より 

●２：「教職員の協力のもと、特色ある教育活動に取り組む」について、◎や◯の評価結果では、合わせ

て 97％という良い結果だが、1％☓の（まったくあてはまらない）が結果として挙がっている。

改善策として、改めて教職員同士（各学部・学年・教科）の協力体制について見直しが必要で、

本校の特色として全児童生徒が履修している学習の自立活動や医療的ケアへの取り組み等、挙が

った課題では、継続して見直ししながら取り組む必要がある。 

●５：「子供の様子についての連絡・相談への対応」について、◎や◯の結果では、合わせて 97％とい

う良い結果だが、1％☓の（まったくあてはまらない）が結果として挙がっている。改善策として、

連絡・相談においては、学級や学年、教育相談担当教諭や学部主事との話し合い、学校コーディ

ネーターを通しての相談、さらに、管理者への連絡・相談等の確認が必要で、チームとしての協

力体制を意識しながら取り組む事が求められる。 

●６：「学校施設設備」は、開校５５年校舎のあらゆる箇所において、改善の意見がある。児童生徒の教

育活動の優先を考慮して総合的に検討し改善していく。 

●１１:「将来についての情報提供」では、進路指導部を中心に、進路情報の文書やホームページでの配

信をしている。今後も継続して行いながら、教職員全体の進路学習への意識の向上に取り組み

保護者への情報提供に取り組みたい。 

  ●１２：「家庭・地域との連携、協力」による学習活動は、今年度新たに設けた項目である。今年度はコ

ロナ感染症の関係で様々な取り組みが厳しかった事が課題として挙げられる。今後、感染症が

治まり、昨年度のような活動に戻れば、学校行事も計画通り実施でき、地域との連携・協力体

制も広げていけるよう取り組む。 

 ●１４：「保健指導や健康教育・コロナ感染症対策」日頃より健康教育や感染症対策等、細めに対応している

が、感染症対策はその都度見直ししながら継続して取り組んでいく。 

 

１３：「給食」（舎職員は「舎食」）は、児童生徒が食べやすい食形態等が提供されている。 

１９：あなたは、児童生徒の個人情報の保護に努めている。 

２０：あなたは、法令遵守の徹底に全力で取組んでいる。 

２：学校は、教職員が協力し合って、特色ある教育活動に取り組んでいる。 

５：学校は、保護者が子どもの様子について連絡・相談したことについ適切に対応を行っている。  

６：学校は、施設・設備の改善に努め明るい環境を整えている。  

１１：学校は、将来の進路や職業などについて参考となる情報を提供している。 

１２：地域社会に開かれた教育課程の実現に向け、家庭、地域との連携、協力による学習活動を展 

開している。 

１４：健康な生活を送るため、保健指導や健康教育に取り組んでいる。（新型コロナ感染症に関し

て、安全安心な対策が行われている） 



（２）「保護者の結果（p２より）」 

 ① 特に評価の高い項目 

 

 

 

 

② ８０％未満 ・☓評価の項目について 

 

上記の評価結果より 

  ●１２：「家庭・地域との連携、協力」による学習活動は、今年度新たに設けた項目である。今年度は

コロナ感染症の関係で様々な取り組みが厳しかった事が課題として挙げられる。今後、感染

症が治まり、昨年度のような活動に戻れば、学校行事も計画通り実施でき、地域との連携・

協力体制も広げていけるよう取り組む。 

●２０：「学校で保護者などと話す機会」については、コロナ感染症対策の為、ほとんどの学校行事や 

PTA 行事が中止になっている。その為、保護者間のコミュニケーションの場が減った事が挙げ

られる。今後、感染症が治まり、以前の状況に戻ればコミュニケーションの場は増えると思う

が、PTA評議員会等でも学校評価結果を伝え、改善案を模索していきたい。 

  

（３）「教職員と保護者の考え方の比較」 

   質問１～17は教職員と保護者に、立場は違うが同じ質問を行っており、結果の比較が可能である。 

  ① 質問２「教職員が協力し合い、特色ある教育活動への取り組み」について、保護者からは◎（80％）

のかなり高い評価であり、教職員の評価の方が◎（44％）と○（50％）で互いに高い評価である。 

② 質問５「子供の様子について、連絡・相談への対応」については、保護者からは◎（84％）と、

かなり高い評価であり、教職員の方は、◎（56％）○（41％）で互いに高い評価である。 

③ 質問６「学校施設設備」について、教職員が改善をより求めている。 

④ 質問１３「給食・舎食の食形態」については、教職員が◎（85％）とかなり高い評価で、保護者

は、◎（68％）だが、？分からない（23％）である。年に一度の給食試食会で保護者へ給食につ

いて、理解を深めていきたい（今年度はコロナ対応の為、試食会はなし）。 

  

（４）「事務現業職員の結果（p３）」 

① 評価の高い項目（「◎達成できている」がなく、「○ほぼ達成できている」の方で高かった項目） 

 

 

 

 

② ８０％未満 ・×評価の項目について 

 

  

 

 

２：学校では、教職員が協力し合って、特色ある教育活動に取り組んでいる。 

５：学校は、保護者が子どもの様子について連絡・相談したことについて適切に対応してくれ

る。 

１２： 地域社会に開かれた、家庭、地域との連携、協力に沿った学習活動が展開されている。 

２０：学校では、保護者や外部の方々と話をする機会を多く持っている 

２：機能的な学校運営ができるよう、各分掌で業務の推進ができていますか。  

１２：業務の処理の正確性、計画性は図られましたか。  

１８： 学校における諸行事に積極的に参加していますか。 

２０：学校評価に取り組み、積極的にホームページ等で公開することができていますか。 



上記の評価結果より 

  ●１８：「学校行事への参加」については、事務現業職では、職種によって仕事内容（子供達の教育に

関わる仕事ではない）や業務時間が違うため、学校行事に揃って参加することは難しい。そのた

め、学校評価の自由記述欄に、「学校運営の改善のために、あなたが日々努力していることは何

ですか？」という項目を設けて、そこで自身の評価をとっている。 

  ●２０：「学校評価・ホームページの活用」については、学校の教育活動全体を評価した場合に、改善

する必要がある内容として挙げられている。情報部を中心に、各部署において積極的なホームペ

ージの活用が求められ、今後見直ししながら周知していく必要がある。 

 

（５）「児童生徒の結果（p４）」 

① 特に評価の高い項目 

 

  

  

 

② ８０％未満 ・×評価の項目について 

 

 

 

 

 

 

上記の評価結果より 

（全体的には良い評価も多いが、主に「×まったくあてはまらない」が出ている項目を挙げる） 

●２：「学校行事の充実」については、新型コロナ感染予防対応により、今年度行われる予定の多くの 

     学校行事が中止・延期になり充実できなかった事が挙げられる。教職員、保護者の評価とも関連 

しているが、今年度はコロナ感染症の関係で様々な取り組みが厳しかった事が課題として挙げら

れる。今後、感染症が治まり、昨年度のような活動に戻れば、学校行事も計画通り実施でき、活

発な学校行事の展開に向けて小学部から高等部まで連携し、協力体制をとって取り組む。 

●７：①の評価の高い項目に、「学校でのいじめや暴力」について◎（88％）の良い結果が出ている。

１つだけ×があり、そのことについては、先に行われた生徒指導部による「いじめ」のアンケー

ト調査結果により、丁寧な対応がなされている。また、全職員（生徒指導部を中心に）で常日頃、

「いじめや暴力」について対応し、気になったことがあればすぐに連携して対策を取る事を継続

して行う。 

●９：「授業での実験や物作り体験活動」では、児童生徒個々の実態を把握し授業を行っている。 

実験等に必要な器具等の不足についても、授業の充実に関係してくるものと考えられ、他校と連

携をとって、器具の充実に向けた取り組みを行っている。 

●２０：「校外学習・他校との交流会」については、新型コロナ感染予防対応により、今年度行われる

予定の校外学習や交流会等が中止になり充実できなかった事が挙げられる。今後、感染症が治

まり、昨年度のような活動に戻れば学校行事も計画通り実施でき、充実した交流会に取り組ん

でいく。 

５：先生や友だちはあいさつがよく、元気があってよい。 

７：学校では、いじめや ぼう力が ない。 

８：給食はくふうがあり、えいようも考えられいて、おいしい。 

２：（小学部）文化祭・運動会・宿はく行事などの学校行事は、楽しみである。 

（中・高等部）授業以外にも学校行事（文化祭・運動会・宿はく行事など）が じゅう実

している。 

７：学校では、いじめや ぼう力が ない。 

９：（小学部）じゅぎょうでは、実けんや物づくりなど、体けん学習がたくさんある。 

（中・高等部）授業（じゅぎょう）では、実験や物づくりなど、体験学習がじゅう実して

いる。 

２０：地いきに出ての学習や、他校と交流するきかいがあり、内ようもじゅう実している。 


